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一
、
は
じ
め
に

近
代
日
本
に
お
い
て
大
衆
向
け
の
語
り
芸
─
─
た
と
え
ば
、
浪
花
節
（
浪
曲
）
や
、
説
経
祭
文
、
説
経
源
氏
節
（
源
氏
節
）
な
ど

─
─
が
、
芝
居
や
踊
り
と
結
び
つ
い
た
こ
と
は
、
そ
の
芸
能
の
諸
形
態
に
注
目
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
興
行
的
側
面
に
も
目
を
向
け

る
こ
と
に
繋
が
る
、
と
い
う
点
で
重
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
芸
能
の
近
代
的
展
開
を
語
る
際
に
し
ば
し
ば
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
連
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
浪
花
節
に
お
い
て
は
、
レ
コ
ー
ド
や
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
媒
体
に
よ
っ
て
拡
が
り
を
見
せ
た
点
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か

し
一
方
で
、
こ
れ
ら
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
拡
散
と
並
行
し
て
、
寄
席
や
芝
居
小
屋
と
い
っ
た
実
演
の
場
は
、
依
然
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
続
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
現
場
か
ら
の
視
点
も
ま
た
、
近
代
大
衆
芸
能
の
全
体
像
を
捉
え
直
す
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。

レ
コ
ー
ド
や
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
媒
体
に
乗
り
に
く
く
、踊
り
や
芝
居
と
語
り
芸
が
融
合
し
て
舞
台
化
す
る
形
で
展
開
し
た
芸
能
に
は
、

先
に
述
べ
た
浪
花
節
に
お
け
る
節
劇
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
時
代
で
い
え
ば
、
源
氏
節
に
お
け
る
女
芝
居
（
源
氏
節
女
芝
居
）
な

ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
拡
が
っ
て
き
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
近
代
日
本
の
大
衆
芸
能
全
体
の
動
向

の
中
に
新
た
な
視
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
う
ち
の
重
要
な
論
点
の
一
つ
が
、
地
域
的
広
が
り
に
お
け
る
芸
能
興
行
の
問

題
で
あ
る
。

２　

日
本
統
治
下
の
台
湾
に
お
け
る
大
衆
芸
能
の
興
行　

　
　
　
　

―
タ
カ
マ
チ
と
し
て
の
博
覧
会
―

�

薗
田　

郁
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た
と
え
ば
、
上
記
以
外
で
の
例
と
し
て
、
以
下
で
扱
う
活
動
人
形
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。
活
動
人
形
は
東
北
地
方

を
拠
点
に
、
東
京
や
大
阪
と
い
っ
た
大
都
市
を
含
む
全
国
へ
と
野
外
で
行
わ
れ
る
仮
設
興
行
を
拡
げ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
地
域

発
の
芸
能
が
全
国
規
模
で
展
開
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
は
、
従
来
と
は
異
な
る
見
方
か
ら
大
衆
芸
能
の
領
域
を
理
解
す
る
手
掛
か
り

と
な
る
。
特
に
興
行
の
拡
張
と
い
う
点
で
い
え
ば
次
の
二
つ
が
焦
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
、
芸
能
興
行
の
地
域
的
な
活
動
範
囲

が
従
来
よ
り
も
大
き
く
拡
大
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
興
行
の
形
態
自
体
が
拡
張
・
変
容
し
、
寄
席
や
演
芸
場
と
い
っ
た
定
型
的
な
興

行
場
所
以
外
に
、
博
覧
会
の
よ
う
な
空
間
が
新
た
な
舞
台
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
後
に
取
り
上
げ

る
、
外
地
に
お
け
る
博
覧
会
で
行
わ
れ
た
興
行
は
、
上
記
二
点
を
含
む
事
象
で
あ
り
、
ま
た
単
な
る
娯
楽
を
超
え
た
、
近
代
特
有
の

政
治
的
意
味
合
い
を
伴
う
複
雑
な
状
況
を
帯
び
た
事
象
と
し
て
も
注
目
で
き
る
。

当
時
、
浪
花
節
の
隆
盛
を
支
え
た
主
た
る
興
行
場
所
は
寄
席
や
演
芸
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
よ
り
不
特

定
多
数
の
観
客
（
大
衆
）
を
対
象
と
し
た
興
行
形
態
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、「
タ
カ
マ
チ
（
高
町
）」「
タ
カ
モ
ノ
（
高

物
）」
と
呼
ば
れ
る
興
行
で
あ
る
（
以
下
、「
タ
カ
マ
チ
」
に
統
一
し
て
記
述
す
る
）。
タ
カ
マ
チ
と
は
、
神
社
や
寺
院
の
境
内
を
一

時
的
に
利
用
し
、
仮
設
の
芝
居
小
屋
を
建
て
て
野
外
で
芸
能
を
上
演
す
る
形
式
の
興
行
で
あ
る
。
そ
の
性
質
上
、
見
世
物
興
行
、
あ

る
い
は
単
に
「
見
世
物
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
う
し
た
形
式
は
前
近
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、近
代
化
と
都
市
化
の
進
行
に
伴
い
、

規
模
が
拡
大
し
、
都
市
部
で
頻
繁
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
見
世
物
」
は
東
京
で
は
靖
国
神
社
や
明
治
神
宮
の
祭
礼
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
大
阪
で
は
千
日
前
な
ど
で
も
仮
設
興
行
が
行
わ

れ
、
ま
た
、
大
都
市
の
み
な
ら
ず
地
方
都
市
で
も
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
昭
和
初
期
の
岩
手
県
盛
岡
市
・
盛
岡
八
幡
宮
の
大
祭
の

様
子
が
地
元
の
新
聞
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
記
事
で
は
、
多
様
な
見
世
物
が
披
露
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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子
供
ば
か
り
で
な
い
大
人
も
心
待
ち
に
ま
っ
た
県
社
八
幡
宮
の
祭
典
だ
。
肴
町
、
生
姜
町
、
八
幡
町
通
り
は
祭
典
第
一
日
の

十
四
日
朝
来
か
ら
実
に
お
び
た
だ
し
い
雑
踏
振
り
で
あ
る
（
中
略
）
八
幡
町
坂
上
を
登
り
つ
め
る
と
モ
ウ
お
祭
り
気
分
が
ざ
わ

つ
い
て
来
る
様
だ
。
大
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
左
側
に
は
拳
闘
、
曲
馬
団
な
ど
が
し
め
っ
ぽ
い
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や
ラ
ッ
パ
太
鼓
な
ど

で
客
引
き
に
余
念
な
く
、
右
側
に
は
水
中
美
人
、
電
気
応
用
操
り
人
形
、
そ
の
他
教
育
資
料
何
々
と
い
っ
た
出
鱈
目
な
毒
々
し

い
色
彩
の
看
板
で
客
の
目
を
奪
っ
て
し
ま
ふ
。」（『
岩
手
日
報
』、
一
九
二
九
年
九
月
十
五
日
付
け
、
第
二
面
）

こ
う
し
た
タ
カ
マ
チ
興
行
は
、
全
国
各
地
に
出
現
す
る
こ
と
で
、
広
域
の
興
行
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
く
。
タ
カ
マ
チ
興

行
が
近
代
に
お
い
て
一
層
の
隆
盛
を
見
せ
た
背
景
に
は
、
都
市
と
、
物
と
人
の
横
断
的
な
交
流
を
可
能
に
し
た
社
会
的
な
構
造
の
変

化
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
土
台
に
し
て
、
下
記
に
述
べ
る
よ
う
な
地
方
を
拠
点
と
し
た
巡
業
興
行
を
主
体
と
す
る
芸
能
集
団
が
数
多
く

現
れ
、
そ
う
し
た
存
在
が
主
体
と
な
り
う
る
タ
カ
マ
チ
興
行
の
拡
張
は
、
や
が
て
外
地
で
の
興
行
や
、
博
覧
会
と
い
う
新
た
な
場
へ

の
展
開
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
以
下
で
は
、
そ
の
具
体
的
事
例
と
し
て
、
台
湾
に
お
け
る
タ
カ
マ
チ
興
行
と
博
覧
会
の
実
態
に
つ
い

て
概
説
し
て
い
く
。

二
、
台
湾
の
タ
カ
マ
チ
興
行

ま
ず
は
、
台
湾
の
タ
カ
マ
チ
興
行
の
例
と
し
て
、
台
湾
に
建
て
ら
れ
た
日
本
の
神
社
で
行
わ
れ
た
行
事
の
余
興
・
見
世
物
と
し
て

登
場
し
た
芸
能
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
台
湾
の
神
社
は
、
日
本
の
統
治
機
能
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
催
さ

れ
る
行
事
も
、
当
然
日
本
の
や
り
方
に
則
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
台
湾
神
社
は
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
台
北
市
に
建
て
ら

れ
た
神
社
で
、
毎
年
一
〇
月
末
に
大
き
な
祭
り
が
行
わ
れ
、
新
聞
に
も
そ
の
様
子
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
台
湾
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神
社
を
事
例
に
し
た
調
査
研
究
報
告
「
台
湾
日
日
新
報　

台
湾
神
社
余
興
の
関
連
記
事
」（
劉　

二
〇
一
八
）
か
ら
、
戦
前
の
台
湾

神
社
の
祭
り
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
芸
能
が
上
演
さ
れ
て
い
た
の
か
を
み
て
み
よ
う
。
報
告
書
で
は
、
多
く
の
芸
能
記
事

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
大
衆
芸
能
が
言
及
さ
れ
た
部
分
の
み
を
い
く
つ
か
抜
き
出
す
と
、
た
と
え
ば
大
正
七
年

（
一
九
一
八
）
一
〇
月
二
七
日
は
「
雷
雀
一
座
の
軽
口
、
喜
劇
、
奇
術
、
海
上
軒
浪
丸
の
浪
花
節
」、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
〇

月
二
十
二
日
「
落
語
、
手
踊
り
、
名
古
屋
漫
才
、
手
品
、
軽
口
、
二
輪
加
」、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
一
〇
月
二
五
日
「
安
来
節
、

浪
花
節
の
素
人
演
芸
」
と
、
様
々
な
大
衆
芸
能
が
神
社
の
祭
礼
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

台
湾
神
社
以
外
に
も
、
台
南
・
台
中
・
高
雄
市
な
ど
で
も
日
本
の
神
社
が
建
て
ら
れ
、
そ
こ
で
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
見

出
せ
る
。
記
事
の
密
度
も
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
新
竹
神
社
の
祭
典
に
関
す
る
『
台
湾
日
日
新
報
』（
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
一
〇
月
二
八
日
）
の
記
事
を
挙
げ
て
お
く
。

二
十
七
日
夜
の
御
旅
所
前
舞
台
で
は
六
時
よ
り
、
舞
踊
、
手
踊
り
、
唄
、
浪
花
節
、
芝
居
な
ど
で
市
民
総
出
の
如
き
景
気
を
み

せ
て
い
た
、
ま
た
本
島
人
方
面
で
は
（
中
略
）
奉
納
の
人
形
芝
居
、
御
旅
所
前
で
は
同
日
三
時
よ
り
素
人
演
芸
を
出
す
な
ど
街

内
至
る
所
お
祭
り
気
分
で
ざ
わ
め
い
て
い
た
。

た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
の
様
子
が
分
か
る
と
と
も
に
、
浪
花
節
が
そ
の
他
の
様
々
な
芸
能
、
演
芸
に
交
じ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
記
事
で
は
台
湾
本
島
人
の
参
加
が
確
認
で
き
る
が
、
台
湾
神
社
で
も
台
北
市
の
街
の
多
く
の
部
分
を
巻
き
込

み
、
演
者
と
し
て
台
湾
本
島
人
が
参
加
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
祭
り
の
行
列
の
様
子
を
見
る
と
、
着
飾
っ
て
歩
く
練
り
物
や
、

余
興
と
し
て
台
湾
の
芸
妓
芝
居
や
台
湾
の
芝
居
が
披
露
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
も
っ
と
も
他
の
記
事
で
は
、
台
湾
と
日
本
の
演
し
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物
と
は
別
々
な
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、
同
じ
祭
り
の
中
で
、
台
湾
の
演
し
物
の
多
く
は
台
湾
本
島
人
の
演
者
、
そ
の
聴
衆
は
ほ
ぼ
す

べ
て
台
湾
の
人
々
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
祭
り
と
い
う
一
つ
の
賑
わ
い
の
中
に
も
、
こ
の
よ
う
に
参
加
者
が
分
け
ら
れ
て

い
た
部
分
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三
、
タ
カ
マ
チ
興
行
と
博
覧
会

台
湾
の
タ
カ
マ
チ
興
行
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
数
日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
る
神
社
の
規
模
よ
り
も
長
い
期
間
で
、
か
つ
、

よ
り
広
い
場
所
で
興
行
が
可
能
だ
っ
た
形
が
あ
る
。
そ
れ
が
博
覧
会
で
あ
る
。
博
覧
会
は
、
近
代
以
降
に
始
ま
っ
た
催
し
で
、
そ
の

基
本
的
な
方
針
は
、
博
覧
会
の
主
催
者
で
あ
る
日
本
の
立
場
で
い
え
ば
、
産
業
・
工
業
を
通
じ
た
近
代
化
や
帝
国
主
義
の
ア
ピ
ー
ル

の
場
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
台
湾
の
博
覧
会
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
日
本
が
開
催
し
た
博
覧
会
に
も
ご
く
簡
単
に
触
れ
て

お
き
た
い
。

日
本
国
内
で
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
京
都
博
覧
会
が
初
め
て
で
、
内
容
は
主
に
物
産
展
と
産

業
振
興
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
翌
年
の
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
開
催
さ
れ
た
同
じ
名
称
の
第
一
回
京
都
博
覧
会
で
は
、
今
や
日

本
の
伝
統
文
化
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
芸
妓
の
踊
り
、「
都
を
ど
り
」
が
余
興
と
し
て
登
場
す
る
。

芸
妓
の
踊
り
は
、
そ
の
後
も
博
覧
会
の
中
に
受
け
継
が
れ
、
日
本
の
博
覧
会
で
余
興
の
中
心
的
な
演
し
物
で
あ
り
続
け
る
。
ち
な
み

に
同
じ
よ
う
な
女
性
の
舞
台
芸
術
と
し
て
、
宝
塚
少
女
歌
劇
も
、
や
は
り
婚
礼
博
覧
会
の
余
興
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

明
治
後
期
以
降
、
大
規
模
な
博
覧
会
が
ど
ん
ど
ん
開
催
さ
れ
、
芸
能
・
音
楽
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ー
カ
ス
、
あ
る
い
は
水
族
館
と
い
っ

た
、
い
わ
ゆ
る
見
世
物
に
近
い
も
の
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
展
示
の
見
せ
方
が
変
化
し
、
物
産
の
展
示
か
ら
、
娯
楽
・
祝
祭
的

な
要
素
が
強
く
な
る
。
明
治
期
の
博
覧
会
は
比
較
的
国
内
向
け
の
産
業
振
興
の
場
と
し
て
開
催
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
た
と
え
ば
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明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
開
催
さ
れ
た
第
五
回
の
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
、ロ
シ
ア
の
馬
乗
り
サ
ー
カ
ス
（
曲
馬
）
の
一
団
や
、

中
国
の
芝
居
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
見
世
物
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
日
本
の
博
覧

会
に
つ
い
て
は
、『
日
本
の
博
覧
会
』（
橋
爪　

二
〇
〇
五
）
が
詳
し
い
。

博
覧
会
に
お
い
て
当
初
は
あ
く
ま
で
付
け
足
し
に
過
ぎ
な
か
っ
た
余
興
だ
が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
を
集
め
る
こ
と
が
博
覧
会

の
成
功
の
一
つ
の
指
標
に
も
な
っ
て
き
た
状
況
を
受
け
て
、
規
模
や
中
身
も
変
化
し
、
博
覧
会
の
集
客
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う

存
在
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
変
化
の
な
か
で
も
、
常
に
政
治
的
な
意
味
合
い
が
求
め
ら
れ
た
博
覧
会
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
当
時

植
民
地
と
な
っ
て
い
た
台
湾
、
朝
鮮
、
あ
る
い
は
満
洲
と
い
う
地
域
で
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
山
路　

二
〇
〇
八
）。

日
本
統
治
下
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
に
目
を
む
け
る

と
、
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
主
な
博
覧
会

は
下
記
（
表
１
，２
）
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特

に
台
湾
で
催
さ
れ
た
博
覧
会
の
う
ち
、「
台
湾
勧
業
共
進

会
」
と
、
最
後
の
「
台
湾
博
覧
会
」
に
絞
っ
て
見
て
い
き

た
い
。
タ
カ
マ
チ
の
興
行
は
、
資
料
と
し
て
残
り
に
く
い

が
、
博
覧
会
に
つ
い
て
は
比
較
的
残
っ
て
い
る
。
博
覧
会

を
開
催
し
た
主
催
者
が
報
告
書
を
作
っ
て
お
り
、
そ
こ
に

詳
細
な
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
臺
灣
勸
業
共
進
會
協

賛
會　

一
九
一
六
、
林
恵
玉　

二
〇
一
二
）。

ま
ず
、
台
湾
勧
業
共
進
会
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
開

表１　外地（東アジア地域）における主な博覧会

名称 開催地 開催時期

朝鮮物産共進会 京城 1915 年

台湾勧業共進会 台北 1916 年

大連勧業博覧会 大連 1925 年

朝鮮博覧会 京城 1929 年

満州大博覧会 大連 1933 年

台湾博覧会 台北 1935 年

表２　日本統治下の台湾における主な博覧会

名称 開催地 開催時期

台湾勧業共進会 台北 1916 年

中部勧業共進会 台中 1926 年

高雄港勢博覧会 高雄 1931 年

台湾博覧会 台北 1935 年
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催
期
間
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
年
の
四
月
か
ら
五
月
ま
で
の
約
一
ヶ
月
で
あ
る
。
開
催
地
は
台
北
で
、
日
本
統
治
二
十
周
年

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
。
二
つ
の
会
場
が
あ
り
、
第
一
会
場
に
は
台
湾
の
生
産
品
と
、
日
本
各
地
の
様
々
な
分
野
の
も
の
を
出
品

展
示
し
た
。
そ
し
て
第
二
会
場
に
も
い
く
つ
か
の
展
示
館
・
施
設
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、
芸
能
に
関
わ
る
も
の
と
し

て
演
芸
館
が
建
て
ら
れ
た
。
共
進
会
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
演
芸
や
音
楽
と
し
て
何
が
行
わ
れ
た
か
は
、
報
告
書
に
「
余
興
」
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
奏
楽
（
西
洋
音
楽
の
演
奏
）、
そ
し
て
中
国
の
音
楽
が
演
奏
さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

そ
の
他
に
花
火
、福
引
や
臨
時
の
催
し
物
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。
演
芸
館
で
の
芸
能
と
し
て
は
台
北
検
番
に
よ
る
芸
妓
の
手
踊
り（
た

だ
し
、
こ
れ
は
日
本
か
ら
や
っ
て
き
た
芸
妓
で
は
な
く
、
台
北
の
芸
妓
の
グ
ル
ー
プ
）
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
支
那
劇
、
そ
し

て
連
鎖
劇
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
合
同
で
公
演
し
て
い
る
。
ま
た
名
前
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
家
庭
劇
及
び
お
伽
劇
も
合
同

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
松
旭
斎
天
勝
の
奇
術
も
確
認
で
き
る
。
以
上
の
五
つ
が
、
開
催
期
間
中
に
上
演
期
間
を
区
切
っ
て
交

代
で
披
露
さ
れ
た
。

上
演
の
様
子
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
芸
妓
は
こ
れ
ま
で
他
の
場
所
で
い
ろ
い
ろ
披
露
さ
れ
て
い
た
た
め
、
あ
ま
り
人
気

が
な
か
っ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
他
の
演
し
物
に
関
し
て
は
、
満
員
で
賑
わ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
天
勝
の
奇
術
は
非
常

に
人
気
が
あ
っ
た
た
め
、
予
定
の
日
数
を
伸
ば
し
て
上
演
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
主
と
し
て
本
島
人

観
覧
者
の
た
め
に
計
画
せ
ら
る
る
も
の
な
れ
ば
、
本
島
人
は
も
ち
ろ
ん
、
内
地
人
に
も
適
す
る
天
勝
一
座
を
継
続
興
行
す
る
こ
と
に

決
し
」、
公
演
日
数
を
伸
ば
し
た
。

天
勝
一
座
の
人
気
の
理
由
は
、
こ
の
一
座
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
興
行
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
実
は
天

勝
は
台
湾
に
た
び
た
び
訪
れ
て
い
た
。
天
勝
は
師
匠
に
あ
た
る
天
一
と
と
も
に
台
湾
に
訪
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
天
勝
が
座
長
公
演
と

し
て
訪
れ
た
も
の
だ
け
を
抽
出
し
て
も
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
か
ら
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
の
間
に
台
湾
に
一
四
回
訪
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れ
て
い
る
。
博
覧
会
の
前
後
は
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
大
正
一
〇

年
（
一
九
二
一
）
年
に
台
湾
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
平
均
し
て
滞
在
期
間
が
約
一
か
月
あ
り
（
簡
秀
易　

二
〇
一
七
）、
共
進
会
が

開
催
さ
れ
る
前
か
ら
か
な
り
人
気
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
が
つ
く
。
ま
た
共
進
会
の
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
台
湾
に
お
い
て
興

行
師
と
し
て
広
く
活
動
し
て
い
た
高
松
豊
次
郎
が
天
勝
の
引
受
人
に
も
な
っ
て
い
る
。
共
進
会
で
の
天
勝
の
人
気
も
自
然
な
流
れ
で

あ
っ
た
。

で
は
続
い
て
台
湾
博
覧
会
を
み
て
み
よ
う
。
台
湾
博
覧
会
は
植
民
地
化
に
伴
う
日
本
政
府
に
よ
る
始
政
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、

昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
一
〇
月
一
〇
日
か
ら
一
一
月
二
八
日
ま
で
、
五
〇
日
間
に
わ
た
っ
て
台
北
市
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
博
覧

会
が
独
自
に
発
表
し
て
い
た
「
台
湾
の
博
覧
会
ニ
ュ
ー
ス
」
で
は
、
五
〇
日
間
の
う
ち
、
四
六
日
目
ま
で
の
入
場
者
が
二
四
四
万
人

と
非
常
に
賑
わ
っ
て
お
り
、
大
変
成
功
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
博
覧
会
の
規
模
も
そ
れ
ま
で
と
比
べ
て
も
か
な
り
大
き
く
、
主

要
な
施
設
だ
け
で
も
四
〇
の
展
示
施
設
が
あ
っ
た
と
い
う
。
芸
能
・
音
楽
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
音
楽
堂
、
演
芸
館
、
子
供
向

け
の
娯
楽
と
し
て
「
こ
ど
も
の
国
」
が
あ
っ
た
。
演
芸
館
は
、
本
館
と
分
館
と
二
箇
所
に
作
ら
れ
た
。
ま
た
演
芸
と
し
て
は
、
こ
の

二
つ
の
建
物
以
外
の
場
所
で
も
興
行
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

大
衆
芸
能
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
芸
能
が
参
加
し
た
の
か
と
い
う
と
、
演
芸
館
の
中
心
的
な
催
し
物
と
し
て
は
、

芸
妓
の
踊
り
が
や
は
り
披
露
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し
て
吉
本
興
業
に
よ
る
様
々
な
演
芸
が
、
演
芸
館
の
メ

イ
ン
の
出
し
物
と
し
て
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ジ
ャ
ズ
、
奇
術
、
音
曲
競
技
、
高
級
漫
才
な
ど
の
演
し
物
が
並
ん
だ
。
高

級
漫
才
で
は
音
曲
漫
才
で
当
時
人
気
の
あ
っ
た
浪
花
家
市
松
・
芳
子
が
出
演
し
て
い
る
。
演
芸
館
の
夜
間
興
行
も
あ
り
、
筑
前
琵
琶
、

童
謡
、
そ
れ
か
ら
大
衆
芸
能
に
関
し
て
は
落
語
、
漫
才
、
曲
芸
、
講
談
、
そ
し
て
中
国
の
明
清
楽
の
清
楽
の
演
奏
も
あ
っ
た
。
そ
の

他
、
日
本
の
三
曲
合
奏
、
筝
曲
も
あ
っ
た
。
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台
湾
原
住
民
の
踊
り
（
ア
ミ
族
）
も
こ
こ
で
披
露
さ
れ
て
い
た
が
、
日
本
の
演
し
物
に
関
し
て
は
、
台
北
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
が

参
加
し
て
い
た
。
童
謡
や
児
童
劇
で
は
大
学
生
、高
校
生
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、台
北
市
在
住
の
芸
人
が
参
加
し
て
い
る
。
様
々

な
人
が
演
者
と
し
て
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
、
夜
間
興
行
か
ら
見
え
る
。

四
、
台
湾
博
覧
会
の
タ
カ
マ
チ
興
行　

―
女
相
撲
と
活
動
人
形
―

台
湾
博
覧
会
で
は
、
演
芸
館
以
外
の
場
で
タ
カ
マ
チ
的
な
見
せ
物
の
芸
能
が
少
な
か
ら
ず
興
行
さ
れ
て
い
た
（『
台
湾
日
日
新
報
』

昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
一
〇
月
二
四
日
広
告
）。
お
化
屋
敷
、
奇
術
、
曲
芸
、
動
物
を
使
っ
た
曲
芸
な
ど
で
あ
る
（『
台
湾
日
日

新
報
』
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
一
〇
月
二
三
日
）。
博
覧
会
会
場
の
南
門
か
ら
出
た
と
こ
ろ
に
見
世
物
街
が
で
き
、
軒
を
並
べ

た
見
世
物
小
屋
で
客
を
呼
び
込
む
様
子
が
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
の
広
告
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
動
物
に
よ
る
曲
芸

は
「
お
猿
さ
ん
芸
」
と
し
て
「
式
三
番
」、「
カ
ル
カ
ヤ
道
心
」、「
忠
臣
蔵
」
な
ど
が
演
じ
ら
れ
、ま
た
「
吉
田
菊
五
郎
」
に
よ
る
「
国

宝
的
至
芸
」（
水
芸
）
が
確
認
で
き
る
。
以
下
で
は
こ
れ
ら
の
見
世
物
の
中
か
ら
二
つ
、「
女
相
撲　

石
山
興
業
部
」
と
「
電
気
応
用

活
動
人
形
」
を
取
り
上
げ
た
い
。

女
相
撲
は
、
明
治
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
芸
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
石
山
興
業
は
、
明
治
前
半
に
興
行
と
し
て
女

相
撲
を
始
め
て
い
る
。
女
相
撲
は
、
文
字
通
り
女
性
が
相
撲
を
取
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
重
い
物
を
持
ち
上
げ
て
力

自
慢
を
見
せ
た
り
、
相
撲
甚
句
や
流
行
り
唄
を
歌
っ
た
り
、
踊
り
も
披
露
す
る
。
相
撲
以
外
に
も
様
々
な
も
の
を
見
せ
る
の
が
女
相

撲
の
興
行
の
実
態
で
あ
っ
た
。

博
覧
会
に
お
け
る
石
山
興
業
の
女
相
撲
は
比
較
的
注
目
を
浴
び
て
い
た
よ
う
で
、新
聞
に
も
何
度
か
単
独
で
登
場
し
て
い
る
（『
台

湾
日
日
新
報
』
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
一
〇
月
一
二
、一
四
、二
一
日
）。
た
と
え
ば
記
事
の
一
つ
で
は
、「
臺
博
觀
物
中
の
一
異
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彩　

女
相
撲
来
る
」
と
特
集
さ
れ
、
相
撲
を
取
る
だ
け
で
は
な
く
、
歌
を
披
露
す
る
こ
と
に
も
触
れ
て
お
り
、
新
聞
の
挿
絵
に
も
使

わ
れ
て
い
る
。『
女
相
撲
民
俗
誌
』（
亀
井
、
二
〇
一
二
年
）
に
よ
る
と
、
女
相
撲
の
興
行
は
、
博
覧
会
以
外
に
も
、
当
時
日
本
の
統

治
下
に
あ
っ
た
外
地
を
巡
業
し
、
朝
鮮
、
満
洲
、
樺
太
、
南
洋
諸
島
、
ハ
ワ
イ
に
も
出
向
い
て
い
る
。
そ
し
て
台
湾
も
博
覧
会
と
別

の
時
期
に
興
行
に
来
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
先
述
の
松
旭
斎
天
勝
の
奇
術
の
巡
業
の
あ
り
方
と
類
似
す
る
部
分
で
あ
る
。

「
電
気
応
用
活
動
人
形
」
は
現
在
東
北
地
方
に
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
人
形
芝
居
と
同
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
明
治
半
ば
に
東

北
で
創
始
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
当
時
は
活
動
人
形
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
主
に
秋
田
、
山
形
あ
た
り
を
拠
点
に
し

て
数
十
座
が
明
治
の
半
ば
以
降
か
ら
活
動
し
た
。
座
に
よ
っ
て
活
動
の
規
模
は
様
々
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
部
の
座
が
全
国
的

に
興
行
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。『
国
劇
要
覧
』（
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
））
の
「
活
動
人
形
」
の
項
に
は
「
名
の
あ
る
神
社
の
祭

礼
に
は
た
い
て
い
毎
年
出
る
の
で
、
東
京
で
も
明
治
神
宮
と
か
靖
国
神
社
と
か
い
ふ
大
き
な
祭
り
に
は
、
景
気
の
よ
い
と
き
に
は
、

こ
の
団
体
が
二
組
も
三
組
も
出
る
か
ら
知
つ
て
ゐ
る
人
も
多
い
か
と
思
ふ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が

窺
え
る
。

先
述
し
た
台
湾
日
日
新
聞
の
広
告
に
出
て
い
る
「
電
気
応
用
活
動
人
形
」
は
櫻
武
商
会
と
い
う
興
行
主
の
吉
田
京
楽
と
い
う
人
物

が
一
座
の
座
長
を
務
め
て
い
た
。
吉
田
京
楽
の
素
性
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
情
報
し
か
わ
か
ら
な
い
が
、
東
北
の
人
形
芝
居
の
資
料

な
ど
を
見
る
と
、「
櫻
武
商
会
」
の
名
前
が
入
っ
た
幟
や
幕
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
人
形
芝
居
の
上
演
と
と
も
に
、
各
地

域
で
、
他
の
座
の
興
行
を
手
配
す
る
よ
う
な
組
織
を
動
か
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

ま
た
吉
田
京
楽
自
身
も
サ
ー
カ
ス
団
を
率
い
て
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。『
サ
ー
カ
ス
の
歴
史
』（
阿
久
根
）
の
末
尾
に
付
さ
れ

た
サ
ー
カ
ス
の
年
表
中
に
、昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
か
ら
二
三
年
（
一
九
四
八
）
に
「
吉
田
京
楽
」
と
い
う
名
前
が
確
認
で
き
、

サ
ー
カ
ス
団
と
し
て
活
動
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
わ
か
る
。
た
だ
、
具
体
的
な
活
動
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
活
動
人
形
自
体
に
つ
い
て
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は
、
石
山
興
業
の
よ
う
に
、
外
地
で
台
湾
で
巡
業
し
て
い
た
か
ど
う
か
の
記
録
は
見
出
せ
て
い
な
い
が
、
活
動
人
形
自
体
は
、
満
洲

で
行
わ
れ
た
博
覧
会
（「
満
洲
大
博
覧
会
」
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
開
催
）
に
も
記
載
が
あ
り
、外
地
に
向
け
た
興
行
活
動
も
行
な
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。

五
、
お
わ
り
に

近
代
に
お
け
る
芸
能
興
行
の
実
態
は
、
浪
花
節
な
ど
の
大
衆
芸
能
が
寄
席
や
演
芸
場
を
中
心
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
が
、こ
こ
で
取
り
上
げ
て
き
た
祭
礼
や
博
覧
会
と
い
っ
た
野
外
で
の
興
行
も
少
な
か
ら
ず
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
か
で
も
外
地
の
博
覧
会
は
そ
の
特
徴
が
端
的
に
表
れ
て
い
た
。
女
相
撲
の
興
行
と
活
動
人
形
を
通
じ
て
見
出
せ
る
の
は
、「
見
世

物
と
し
て
大
変
面
白
い
も
の
で
は
あ
る
け
ど
も
、
少
し
時
代
遅
れ
で
頽
廃
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
こ
の
見
方
は

大
正
か
ら
昭
和
へ
と
時
代
を
下
る
ほ
ど
よ
り
一
層
表
わ
れ
て
く
る
。
博
覧
会
は
「
近
代
化
」
を
前
に
出
す
こ
と
が
表
の
看
板
と
し
て

あ
る
が
、そ
う
い
う
中
で
、当
時
と
し
て
は
少
し
時
代
遅
れ
の
も
の
が
博
覧
会
の
中
に
入
り
、注
目
さ
れ
共
存
し
て
い
た
こ
と
は
、「
何

で
も
ア
リ
」
の
博
覧
会
の
見
世
物
興
行
が
拡
張
し
て
い
く
奇
妙
な
状
況
と
し
て
見
出
せ
る
。

ま
た
「
地
域
か
ら
最
前
線
ま
で
」
と
い
う
点
に
も
興
行
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
特
に
活
動
人
形
の
例
に
顕

著
で
あ
る
。
実
は
活
動
人
形
を
創
始
し
た
人
物
や
関
係
者
の
出
身
地
を
辿
る
と
、
秋
田
市
な
ど
の
都
会
で
は
な
く
鳥
海
山
の
麓
か
ら

出
て
き
て
活
動
し
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
最
終
的
に
は
、
地
域
を
拡
大
し
て
日
本
の
当
時
の
最
前
線
に
あ
た
る
よ
う
な
と

こ
ろ
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
で
興
行
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
範
囲
の
拡
が
り
も
、
台
湾
博
覧
会
で
の
見
世
物
興
行
の
特

徴
と
し
て
見
出
せ
る
。

博
覧
会
と
い
う
も
の
を
、
タ
カ
マ
チ
と
い
う
視
点
で
捉
え
る
と
、
そ
れ
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
よ
り
開
か
れ
た
も
の
、
拡
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が
り
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
実
際
ど
う
い
う
ふ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
表
面
的
に
は
「
博
覧
会
が
多
く
の
人
に
歓

迎
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
見
方
が
可
能
で
あ
る
が
、
内
実
は
、
主
催
者
、
演
者
、
参
加
者
に
も
様
々
な
立
場
の
人
が
関
わ
り
、
様
々

な
興
行
物
が
集
ま
っ
た
博
覧
会
と
い
う
大
き
な
場
に
は
、
複
数
の
見
方
（
価
値
観
）
が
混
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
近
代
の
芸
能
興
行

史
を
相
対
化
さ
せ
る
と
い
う
点
で
、
博
覧
会
は
興
味
深
い
対
象
で
あ
る
と
い
え
る
。
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